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成果概要 / 重面雄紀 

 

学会概要 

2025 年 9 月 5 日から 10 日まで、シンガポール・Suntec Convention & Exhibition Centre にて

第 18 回 World Sleep Congress が開催された。本学会は世界 75 か国以上から 3,000 名を超え

る研究者・臨床医が集結し、国際的な睡眠医学の最前線を共有する場となった。プログラム

は 12 件の基調講演、123 件のシンポジウム、25 件の教育コース、そして 1,800 件以上の演

題発表で構成され、基礎研究から臨床応用、技術革新まで多岐にわたる領域が網羅されてい

た。 

 

自身の発表 

私は「Impact of Benzodiazepine Dose Reduction on Subjective Sleep and Anxiety in Insomnia 

Patients」（演題番号 2108）をポスター発表として報告した。本研究では、不眠症患者におけ

るベンゾジアゼピン減量の影響を検討し、減量が睡眠の主観的質や不安の変化に及ぼす意

義について議論した。ポスター会場では同様の臨床課題に取り組む研究者との活発な意見

交換が行われ、減薬支援の具体的アプローチや地域ごとの臨床実践の違いについて有益な

示唆を得ることができた。 

 

全体の印象と学び 

基調講演では、睡眠と概日リズムの基礎研究から新規治療戦略まで幅広い知見が共有され

た。特に、睡眠健康を人権として捉える社会的視点や、女性のライフステージに応じた介入

の重要性が強調された点は印象的であった。また、睡眠呼吸障害や認知機能との関連に関す

る臨床研究が多く報告され、診断・治療技術の進歩を実感した。 

 

今後への展望 

今回の参加を通じ、世界的に睡眠医療の標準化と個別化医療の両立が求められていること

を再認識した。自身の研究についても、国際的な文脈に位置づけることで臨床的意義をより

明確にできると考える。今後は、多施設共同研究や技術革新を取り入れた臨床試験を視野に

入れ、研究を発展させたい。 


